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登録リスト（該当：163件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 加茂水族館(クラゲドリーム館)]	加茂水族館(クラゲドリーム館)	クラゲの展示数が世界一を誇る水族館。
50種類のクラゲが展示されており、ギネス世界記録に認定されたこともある。
なかでも直径5ｍの水槽に約2千匹の水クラゲが漂うクラゲドリームシアターが一番の目玉である。
館内にはクラゲを使用した料理、クラゲラーメンやクラゲアイスなどもあり、どれも人気メニューである。	2021-07-26
	2	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	北向観音堂は、平安時代初期の天長2年（825年）、比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された霊場。源平争乱の中で全焼したが、建長4年（1252年）塩田陸奥守北条国時により再興された。長い歴史があり、今の時代の幸せを願い極楽世界でも幸せがあるようにと建てられた。	2021-07-23
	3	[image: 岡谷探索-4]	岡谷探索-4	岡谷駅の駅名標。岡谷駅は1905（明治38）年に鉄道院中央本線の終着駅として整備された。製糸業の中心地として、繭を県内・県外に輸送したり、石炭を天竜川の船に輸送する役割を果たした。1905年は日露戦争の年であり、またその4年後に日本は生糸輸出量で世界一位となっている。日本の産業、また国力上重要な期間に岡谷駅は整備されたのである。	2021-07-19
	4	[image: 地域メディアの在り方]	地域メディアの在り方	　地域メディアの種類、特徴、課題を調査し、在り方を探る。

　地域メディアとは、一般的には日本全国ではなく、特定の地域を対象として情報を伝達する媒体とされている。
　「地域」の範囲として、都道府県や市区町村を1つの範囲とする分け方だけでなく、東北地方・九州地方といった広範囲な地域ブロックや、尾張地方・三河地方、県北・県南のような地理的・文化的背景で分けた地方、小さいものでは学区まで様々な分け方が存在している。
　「メディア」の種類には、新聞やフリーペーパーのような紙媒体、ラジオやテレビなどの音声を含むもの、ブログのようなwebが存在しており、それぞれ情報の発信者や情報量などに特徴がある。

　メディアの種類と特徴として、
・新聞は、一般的に情報の信憑性が高いと思ってもらいやすい、情報	2021-07-17
	5	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	6	[image: 5月31日のゼミ]	5月31日のゼミ	この日のゼミでは、今まで触れたことが無かった「ツイッター(pcのブラウザで使用)」を使用してみた。
ゼミの時間でツイッターに触れた理由は、世界各国沢山の人が用いているツイッターの利便性を探求し、デジタルマップと比較しようと考えたからである。

本格的な運用にはまだ至っていないが、ツイッターはシンプルで扱いやすいという感想を抱いた。

まず、ツイートする際に投稿画面へ飛ぶ必要はなく、ホーム画面で投稿項目にアクセスできる点に目を引かれた。ツイートがスムーズかつ簡単に行うことが可能であり、非常に手軽である。
次に、ヘルプの項目、即ちマニュアルが充実している。少し見難い部分はあると感じたが、ハッシュタグやリツイートといった基本的な概念の説明や、フォローやリツイートの方法等の操作を確認すること	2021-06-04
	7	[image: 竹の栽培]	竹の栽培	サークルの活動の一環で、竹を狩りに行ってきました。
この竹は、別所で行われる朝顔市で、朝顔を売る、その鉢に差す竹棒へと姿を変えます。

のこぎりを使ったり、90センチしか測れないバカ棒等、地域に自分で出てやるからこそ、体験できたり、充実感を持ってできたのが楽しかったです。

情報化が進んで、インターネットの使い方でどんな世界の環境の人とも繋がれる一方で、自分の地元に想いを馳せる学びも大切だと思いました。	2021-05-17
	8	[image: ひっそり公園2]	ひっそり公園2	時間　18時
天候　曇り
上田のイオン近くの公園です。比較的ひっそりとしている公園の中では大きな場所です。木陰が多く、とても静かで落ち着いています。座る場所などを置けば自然と人が集まる空間になるのではないでしょうか。	2021-05-06
	9	[image: 原爆ドーム]	原爆ドーム	原爆ドームは、第2次世界大戦末期に人類史上初めて使用された核兵器により、被爆した建物です。	2021-05-06
	10	[image: 信夫山（福島県）]	信夫山（福島県）	　信夫山（しのぶやま）は、春にはお花見ができたり、公園で飲食が可能だったりと地域の人々に多く利用されてきました。小学生の時は遠足に行き、高校生の時は部活の新入生歓迎会でお花見に行きました。
　あまり知られていませんが、スタジオジブリ「となりのトトロ」の主題歌「さんぽ」の歌詞は、作詞家の中川李枝子さんが、幼少期阿武隈川や信夫山を遊び回った経験を元につくられています。このエピソードを知ったうえで信夫山に足を踏み入れると、「となりのトトロ」の世界を感じられるかもしれません。	2021-05-05
	11	[image: 米沢織]	米沢織	伝統的な米沢織は自然の染料を用いた草木染で、優しい風合いで有名です。近年では、伝統的な絹織物だけでなく、コットンや化学繊維なども組み合わせた様々な生地が作られています。高い技術は、世界的にも注目されており、海外の有名ブランドからの発注も増えています。
鷹山堂では、この米沢織を使った商品がたくさん売られています。	2021-05-05
	12	[image: ひっそり公園1]	ひっそり公園1	時間　18時
天候　曇り
ここはツルヤ上田中央店の奥にあるひっそりとした公園です。決して広くはなく、また遊具も多くはありません。ですが、こどもたちが遊べる空間である公園、若者からお年寄りが集まれる公園はとても良いものです。屋外に気軽に集まれるそんな空間がこれからも使われて残されていくことを願っています。	2021-05-05
	13	[image: 思い出のベンチ]	思い出のベンチ	時間　18時
天気　曇り
なかなか気づかないものではありますが、上田にはベンチがいたるところにあります。ここは私が中学生のときによく友達と帰り道にだべっていた場所です。一見なんでもない、この空間はだれかにとっては思い出の場所だったりします。どうかこういう場所がこの先も残ってほしいですね。	2021-05-05
	14	[image: 猫山遊佐准尉自決地]	猫山遊佐准尉自決地	第二次世界大戦中、教官を務めていた遊佐卯之助准尉の自決現場。終戦後妻子と共に自決したらしい。戦時中多くの教え子が特攻でなくなってしまったり責任を感じていたのかもしれない。戦争から生き延びた命を自ら捨てるほどの信念が彼らには会ったのだと思うと、すこし悲しくなった。	2021-05-05
	15	[image: 養老天命反転地]	養老天命反転地	岐阜県養老町にある養老天命反転地です。

この養老天命反転地は世界的に有名なアーティスト、荒川修作氏とそのパートナーで詩人のマドリン・ギンス氏の30数年に及ぶ構想を実現した身体で直接体験できるアート作品です。

自分の身体の持つ様々な可能性を見つけることができ、面白いです。	2021-05-05
	16	[image: 戦争を伝える松（東山）]	戦争を伝える松（東山）	第二次世界大戦末期に、枯渇している航空機の燃料を松脂から作ろうとして傷つけられた松。大戦末期の日本はここまで追い詰められていたのかと実感させられた。自身が見たモノは大分傷が見えなくなってきており、写真や映像などでしっかり記録し伝える必要があると感じた。	2021-05-05
	17	[image: 岩国の象徴・錦帯橋]	岩国の象徴・錦帯橋	こちらは山口県岩国市の象徴である「錦帯橋」です。
日本三大名橋のひとつです。
今はただの橋になってしまいましたが、昔は岩国城に敵が攻め込もうとした際に道をふさげるように、板を一本抜くとすべて崩れるようになっていたそうです。	2021-05-05
	18	[image: 仁古田飛行機製造地下工場跡]	仁古田飛行機製造地下工場跡	第二次世界大戦中、空襲で被害を受けた名古屋の航空機工場を移設するために建設された。内部に入ることはできない。他にもあったようだが老朽化によって崩れてしまったらしい。中は暗く、とても不気味で自分は間際まで近づくことができなかった。	2021-05-05
	19	[image: 上田飛行場跡]	上田飛行場跡	第二次世界大戦中、軍用機の訓練場として利用された飛行場。現在は上田千曲高等学校などになっており、元関係者、地元住民により「碑」が建てられた。今現在は町とし上書きされてしまっており、面影もなくなっている。飛行場があったということを伝えるためにも、碑はとても重要だと感じた。	2021-05-05
	20	[image: 無言館]	無言館	第二次世界大戦でなくなった画学生の作品が展示してある。展示品についている説明を読むと、１人１人に人生があり思いがあったことをより強く実感させられる。誰１人としてしゃべることなく、無言で作品をみておりとても神秘的な場所だった。	2021-05-05
	21	[image: 原田市神社]	原田市神社	長野銀行の駐車場に堂々とした様子で建てられている神社です。今回の調査の中で一番小さい建物で、車で走っていたらなかなか気づきにくいこともあります。
なぜこんな所に建てられているのか気になり、調査しました。この神社の説明には、「城下町を造るにあたって市の守護神である高市事代主命を勧請して祀った神社」と書かれています。そして、ここまで小さくなってしまった原因は「第二次世界大戦後に道路が拡幅されたからだ」とも書かれています。供えられている供物や植えられている植物がしっかりと手入れされていたので、今でもなお忘れられず、崇拝されているのだと考えます。	2021-05-05
	22	[image: 長大サミット発表団体/登壇者紹介]	長大サミット発表団体/登壇者紹介	
①MIZUMATCH →プレゼン資料
「ミズとマチ（水と街）をマッチさせよう」をコンセプトに、上田市、千曲川を拠点に活動する団体。最近は菅平高原でのスカイランタンイベントをクラウドファンディングで実行するなど幅広く地域貢献活動に取り組んでいる。
	Twitter：https://twitter.com/mizumatch?s=11
Instagram：https://instagram.com/mizumatch_wkwk?igshid=15je1ichh0kim



②NIC →プレゼン資料
長野大学の国際活動を行う団体。外国人を招待してイベントを開催するなど日本と外国のつながりを大切に活動する。
	Instagra	2021-02-21
	23	[image: 長野県の美術館紹介]	長野県の美術館紹介	長野県の美術館を紹介します。
すべて紹介するときりがないので、じゃらん観光ガイドの長野県の美術館TOP10を紹介します。

◆軽井沢千住博美術館
世界で活躍する日本画家・千住博の作品を美しい樹々や花々とともに楽しんでいただける美術館です。

◆世界の影絵・きり絵・ガラス・オルゴール美術館
ビーナスラインの中心地。白樺湖で、通年営業の美術館です。

◆北斎館
葛飾北斎の肉筆画・画稿・書簡など50点と北斎筆の天井絵で知られる上町・東町の祭り屋台2台（県宝）を展示。龍と鳳凰、男浪・女浪の怒涛図が、時代を経た今、美しく妖しい魅力をかなでています。

◆松本市美術館
鑑賞の場、表現の場、学習の場、交流の場を4つの柱とした地域に根ざす開かれた美術館です。松本市出身の芸術家・草間彌生の作品展示のほか上條信山	2021-01-31
	24	[image: 銅水瓶]	銅水瓶	【作品】
銅水瓶

【所在地】
群馬県高崎市：綿貫観音山古墳

【綿貫観音山古墳】
全長98mの前方後円墳である。6世紀頃の古墳で高崎を支配した豪族の古墳と考えられているが、正確な情報は不明である。ここからは他にも多くの金銅製品等が出土しており、それらは6世紀後半の東国を代表する出土品として国宝に指定されている。


【作品説明】
中国・南北朝時代の庫狄廻洛墓から同類の水瓶が発見さたことから中国伝来と考えられている。ちなみに綿貫観音山古墳から出土したものは国内最古の水瓶で、古墳出土でほぼ完形品であるのは世界でこれだけである。

【参考資料】
・群馬県　文化財ライブラリィ：https://www.pref.gunma.jp/03/x0100616.html
・綿貫観音山古墳の世界「オンライン展示品解説　第１回　銅水瓶」：	2021-01-27
	25	[image: 尾澤木彫美術館]	尾澤木彫美術館	この写真は、上田市にある尾澤木彫美術館に訪れた際に撮影したもの。

尾澤木彫美術館では、農民美術の第1人者である、尾澤千春・敏春父子が製作した木彫作品の他、他国で制作された農民美術の作品が展示されている。
世界各国から集められた1200点の木彫り人形は、その国それぞれの特徴がみられ、とても見ごたえがある。	2021-01-27
	26	[image: そもそも「NAGANO WINE」とは]	そもそも「NAGANO WINE」とは	塩尻ワインについて調べる際に、よく目にしたのが
「NAGANO WINE」という言葉でした。
調べてみると、「長野県産のワイン」というそのままの意味だったのですが、
「長野」がアルファベットで表記されているのは、海外でも通じるように、という意図でした。

長野県内には4つのワインバレーがあり、「信州ワインバレー」と呼ばれています。

どちらも公式に定められた呼称で、長野県が作成したサイト、『NAGANO WINE』では、信州ワインバレーについてや、長野ワインの特徴について詳しく知ることが出来ます。


「NAGANO　WINE / サイトトップ」URL
http://www.nagano-wine.jp/


今回私が調べた「塩尻ワイン」は、「信州ワインバレー」にある四つのワインバレーのうち、
「桔梗ヶ原ワインバレー」と呼ばれる地域であることが分かりました。

生食用の	2021-01-26
	27	[image: 明洞通りを調べた内容と写真]	明洞通りを調べた内容と写真	明洞通りは巨大ショッピング都市を連想させる空間です。地下鉄4号線の明洞駅近くの約1kmほどの距離です。ここには様々なブランドの売り場、デパートなどが密集しています。流行に気を使う若者におすすめの街です。衣類、靴、アクセサリーなど様々な商品を購入できます。 各種ブランドショップが中央通りをはじめ、サイド側に密集しています。 デパートはロッテデパート、新世界デパートがあり、街には明洞ミレオレ、M  Plaza  のようなショッピングモールがあります。 ショッピングだけではなく食べ物も多いです. ファーストフード店はもちろん、洋食、韓食、和食など様々で、その中でも'明洞餃子'という食堂の明洞カルグクスが最も有名なおすすめのグルメ店です。 その他にもヘアショップ、銀行、劇場など多くの便宜施設があります。	2021-01-26
	28	[image: 新潟亀田の土地の特性と生活習慣]	新潟亀田の土地の特性と生活習慣	私の地元亀田は海抜が低く、つねに浸水しているような場所であった。しかし、稲作をし、港町から近いということもあって物流も盛んだった。困難な状況でも人々は亀田の土地を選び生活していた。その特殊な状況で人々は何を考えてどのように生活していたのか知りたいと考えた。
また、現在、海抜が温暖化の影響で高くなることが問題となっている。世界を知るためにも、まずは身近にあった事例から見ていくべきだと感じた。海抜が高くなることで、人々の生活はどのように変容するのかもここから見れればいいと考えている。

調べる時には、亀田図書館に行き、資料を探す予定である。さらに、越後佐渡デジタルライブラリーからも資料を探すことにする。
https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/?page_id=1129	2020-12-21
	29	[image: 韓国の観光名所]	韓国の観光名所	いつも思っていたテーマで、日本に比べ韓国は世界の人々が注目できる有形観光スポットがあまり思い浮かびません。 今回の課題を機会に韓国の観光名所について調べてみたいと思います。	2020-12-19
	30	[image: 民主々義と現代青年の任務(『西塩田時報』第1号(1946年8月25日)3頁)]	民主々義と現代青年の任務(『西塩田時報』第1号(1946年8月25日)3頁)	戦後日本が民主主義を採用することは必然であり、日本独自のデモクラシーを建設して日本の存在意義や世界への貢献としようという記事。

終戦後日本は民主主義国家へとなっていくがアメリカやイギリスの真似ではなく日本独自の天皇を戴く民主主義を建設しなければならないといったような内容が書かれており、国家のアイデンティティというものを考える面白い記事である。

▼この記事は以下から参照できます。
#953 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)3頁	2020-12-14
	31	[image: 謹んで諸兄の御冥福を祈る(『西塩田時報』第17号(1948年7月25日)3頁)]	謹んで諸兄の御冥福を祈る(『西塩田時報』第17号(1948年7月25日)3頁)	第二次世界大戦で亡くなった方々の冥福を祈る内容と、国が行った侵略戦争の悔い嘆くと共に平和への道を築くと誓う内容の記事である。また、戦死した上田市に住む人々の名前や死因などが記載されている。

敗北した日本で生き残り、そして戦争の実態を知って悔恨の念を感じながら平和を実現すると心に誓うという凄絶な内容に心を打たれた。

▼この記事は以下から参照できます。(戦死した方々のリストも以下URLで閲覧可能)
#1021 『西塩田時報[戦後]』第17号(1948年7月25日)3頁	2020-12-13
	32	[image: 戸隠神社 奥社]	戸隠神社 奥社	長野市の果ての果て、山を何度も越えた先にある神社です。親に連れられて行きましたが、車酔いがひどい自分はずっと吐き気に襲われていて気が気でなかったですね・・・

そんな中到着した奥社ですが、車で家から2時間以上移動して、本殿に行くには更にそこから30分歩く必要があります。大変です。しかし、道中は私たちが住んでいる世界とはまるで違う、人がいなければ何百年か前にタイムスリップしている感覚のようなものが味わえます。
空気も他の場所とは明らかに違って澄んでいます。非日常を味わいたい方には是非お勧めしたいスポットです。	2020-11-19
	33	[image: 信州アップルパイ研究所]	信州アップルパイ研究所	海野街にある信州アップルパイ研究所にいってきました。比較的新しいお店で、内装も落ち着いたコンクリート作りでとてもきれいです。そこで食べたアップルパイはすべてが地元のリンゴを使っています。その中の一つの新世界という品種に興味を持ちました。なぜならスーパーや市販ではうられていないからです。調べるとふじとあかぎを交配したものだそうです。またこのお店はマンションの一階になっています。これからの商店街にマンションが増えてくるためこのような形の商店街もよいなと思いました。	2020-11-18
	34	[image: 椀子ワイナリー -1]	椀子ワイナリー -1	シャトー・メルシャン椀子ワイナリーの施設写真。椀子ワイナリーは、2003年に上田市に開園した椀子ヴィンヤードの小高い丘の上にあり、2019年9月に誕生した。施設には、非常に多くのブドウが栽培され、多種類に渡るワインが製造されているほか、試し飲みなどといったツアーなども人気である。ここで製造されるワインは品質が高く、「ワールド・ベスト・ヴィンヤード2020」では、世界30位にランクインするなど国際的にも高く評価されている。	2020-10-27
	35	[image: 【道なき道】くらます山散歩道]	【道なき道】くらます山散歩道	大学のゼミの授業で5人で行くことになったこの散歩道。
山登り自体ほぼ未経験な僕からしたら、多少は整備されてるんだろうな～と思いきや、目の前にあるのは雑草が生い茂った場所に無理やり切り拓かれているような土と草でできた道でした。
芋虫がいたり、所々大きい蜘蛛の巣が張っていたりと、どうやらここ数年以上は人の手が付けられていない状態で、やっと登り着いた小さな空間も、やはり雑草だらけのほぼ手が付けられていない場所でした。
そこには小屋と木箱、それからこの山の説明がある看板があるだけで、どうやらここは昔は炭鉱場と警察官用の射撃練習場があったそうです。
夕張などのように、炭鉱場は時代とともに要らなくなり、その結果がこれなのでしょう。多少整備もしておいてほしい気もしますが、需要はほぼ無いに等し	2020-10-20
	36	[image: 平和の光像]	平和の光像	1960年4月に在日本朝鮮人総連合会佐久支部から、朝鮮民主主義人民共和国への帰国記念として贈られた像。台座には当時の町田増夫小諸市長の「日朝両国民の友好親善と世界恒久平和万才」と刻まれている。
当初は小諸駅前に設置されていたが、現在は小山敬三美術館へ行く岩石園の奥に、小山松寿氏、小山邦太郎氏の顕彰碑、胸像と同じところにある。	2020-10-16
	37	[image: 珈琲　木の実]	珈琲　木の実	珈琲・木の実は海野町商店街にある喫茶店です。

素敵な世界観を持った店主の女性が、ひっそりとお店をやっています。

メニューはホットコーヒーのみ！
サイフォンを使って淹れたこだわりのコーヒーが味わえます。


店内は撮影禁止でした。	2020-08-09
	38	[image: cafe　ぴろきち]	cafe　ぴろきち	テクノさかき駅の上にある、テクノさかきセンターにあるぴろきちというcafeです。

cafeから見える景色はとてもよく、鮮やかな緑が見え、美味しものが食べられ、現実世界から切り離されたような感じがしました。

体にいいような料理が多くありました。しかも、とても美味しく、大満足です。

テクノさかきに行く機会や、電車で少しお出かけするときなど、ぜひ行ってみてください✨	2020-08-08
	39	[image: 安楽寺八角三重塔]	安楽寺八角三重塔	安楽寺にある木造八角三重塔は、木造の八角塔としては全国で一つしかないという貴重な建築で、長野県では一番早く「国宝」に指定されました。「国宝」といえば、「世界的にみて国民の宝とすべきもの」(「文化財保護法」）となっていますので、この塔は長野県が世界に誇る貴重な文化財ということになります。

この建築物を選んだ理由としてはふつうの塔は四角のものですが、この塔は「八角形」であるという希少性から、他の人にも知ってほしいからです。	2020-08-06
	40	[image: 上田市シティプロ映像2020第2集・学生によるセレクション]	上田市シティプロ映像2020第2集・学生によるセレクション	長野大学企業情報学部「デジタル映像表現」2020（担当：前川道博）制作課題その２
「上田市シティプロモーション映像」2020第２集
受講生どうしで評価し合った動画のセレクション。第１位から第３位まで投票数の多かった順に並べます。

【第1位/9票】女子大生が行く！ゆったりのんびりひとり旅in上田～別所温泉編～（この動画の公開は終了しました）
《担当教員との講評的対談》
https://youtu.be/ZPOo9IjCQeg?t=877
《学生の評価コメント》
★ナレーションがとても聞きやすく内容もとても分かりやすく魅力を感じました。
★とても見やすく娯楽としても、PR動画としても十二分な面白さだった。特にナレーションが聞き取りやすく字幕がなくとも頭に入ってくる速度で話しているのがとても良かった。
★旅番	2020-08-02
	41	[image: 別所線沿線調査・神畑]	別所線沿線調査・神畑	今回は神畑駅。

なんと木のトンネルがありました。

スロット店の横の坂道を上った先右側に急に現れます。

南下住宅街だなあと歩いていてふと右をみたら別世界でした。

今は新緑の季節だったのでグリーンのトンネルでしたが、桜の木みたいなので、春はピンクのトンネルになるようです。

ちなみにこのトンネルを抜けると左に坂道があり、ちょっとした山登りレベルの道を上った先に、蚕関連の祠のようなものがありました。

結構上ったので木々の中からの景色も意外といい感じでした。

木のトンネルはフォトジェニックなので写真を撮りに行ってみるのもいいかも。	2020-07-26
	42	[image: 蚕都上田ストーリー「蚕の卵は世界を救う」]	蚕都上田ストーリー「蚕の卵は世界を救う」	★YouTube「蚕の卵は世界を救う」 25分


2019/10/05「キモノマルシェin上田」で30分、ミニレクチャーをしました。

★YouTube「蚕の卵は世界を救う」ダイジェスト版 5分27秒




「蚕の卵は世界を救う」。これは誇張でもほら吹きでもなく、歴史の真実です。レトリックはありません。

19世紀中葉、蚕が全滅したヨーロッパの絹文化を救ったのは日本産の生糸、というよりも、日本の蚕種です。種が絶滅したわけですから、本当に喉から手が出るほど欲しがったのは生糸では	2020-07-18
	43	[image: 第二代上田市長・勝俣英吉郎の像]	第二代上田市長・勝俣英吉郎の像	上田が興隆した背景には蚕糸業の興隆があります。蚕糸業で発展した上田は1919年に市制を施行し、その頃から「蚕都上田」と呼ばれるようになってきました。歴代市長の政治的貢献も顕彰すべきものでしょうが、歴史的には第３代・成澤伍一郎、第４代・伊藤傳兵衞のネームバリューの大きさからかどうも第１代、第２代の影が薄いのは否めません。

市制施行からもかれこれ100年近くが経ち、当時の市長を知る人などはこの世に存在しなくなりました。上田城跡公園の中にひっそりと佇む銅像があります。それが、第２代市長・勝俣英吉郎の像です。

勝俣こそ蚕都上田の絶頂期に市長を務めた人物です。1929年の世界恐慌で蚕糸業のみならず、日本が一挙に大不況に陥った直後の1930年に逝去したというあたりも不思議に象徴的です。

この顕彰像、面白	2020-07-18
	44	[image: 上塩尻蚕種製造民家群]	上塩尻蚕種製造民家群	全国一の蚕種製造地といっていい上塩尻の蚕種製造民家群。古いまちなみの地区は全国に数多くあっても蚕種製造民家群がこれだけの規模で現存している地区は国内では稀有です。世界一の蚕糸王国であった日本の蚕種製造の中心地として並外れた価値を持つ産業遺産ではないかと思います。これこそ「世界遺産」にふさわしい。

上塩尻蚕種製造民家群はこれまでにも全国的に関心を持たれる節目がありながら、それをステップに次に踏み出しきれなかった経緯があります。

ふり返ってみると小林昌人氏による集落・民家の調査レポートが古い(「蚕業の先駆者を輩出した上田市　上塩尻の集落と民家」『信濃』1990年1号)。同氏による『写真集 民家の風貌』(1994年)にも上塩尻の民家が収録されています。大がかりな調査事業としては上田市による「塩尻地	2020-07-18
	45	[image: 歴博の「上塩尻」蚕種製造に関する展示]	歴博の「上塩尻」蚕種製造に関する展示	2017/10/15、千葉県佐倉市にある国立歴史民俗博物館（歴博）を訪れてきました。目的は、上塩尻の蚕種製造に関わる展示を見学するためです。展示場所は第三展示室の「知識と技術」のコーナーです。
「蚕を飼う」「養蚕技術の普及」「桑の葉の収集」「『蚕書の里』上塩尻村」「商品と技術と風雅の交流」「繭の歴年標本」「世界に知られた日本の養蚕技術」というパネル構成です。このうち、「繭の歴年標本」は奥州本場蚕種の梁川の展示。他は全て上塩尻です。

資料として展示されているものは次のとおりです。
・清水金左衛門『養蚕教弘録』1847
・清水金左衛門『養蚕乾湿計用方』メガルカヤを利用した養蚕乾湿計
・座間神社句合わせ
・いははな集　1800年
・「いははな集」参加村と蚕種の行商先
など。

展示は杉仁氏の著作『近世の地域と	2020-07-18
	46	[image: 上田と生糸貿易-4 ~上田の生糸と世界~]	上田と生糸貿易-4 ~上田の生糸と世界~	これまでの内容をまとめる。上田は、日本初の生糸貿易を生み出したといえ、生糸貿易は、日本の発展に多大な貢献をした。それに伴い、上田の蚕糸業はますます発展し、第十九国立銀行の設立などといった金融面の発達にもつながった。そして、明治、大正にわたり、日本の生糸生産の3割を占め、「蚕糸王国」と呼ばれる長野県の発展を下支えした。

画像は「常田館製糸場の歴史」より
URL:http://www.kasahara.co.jp/kasahara/tokidakan/history.html	2020-07-15
	47	[image: 尾澤木彫美術館の外観]	尾澤木彫美術館の外観	尾澤木彫美術館は長野県上田市に位置する農民美術の美術館。館長の尾澤敏春氏およびその先代である尾澤千春氏の作品を数多く展示している。また世界各地の木彫人形も展示している。建物は新潟の豪雪地帯から移築した寄棟中門造の民家を改装したもの。

農民美術とは
長野県上田市を中心とした大正時代の工芸運動。東京美術学校を卒業し、パリで留学していた画家・山本鼎(1882～1946)が提唱した。冬場の副業として取り組み、農村の経済水準と文化水準を高めることを目指したもの。器や小物入れといった日用品から人形や木版画といった美術品、また手縫いや刺しゅう等その領域は多岐に渡る。

【参考文献】
石川義宗、禹在勇(2018)『長野県の木工文化：デザイン史から見た農民美術の意義』日本デザイン学会デザイン学研究概要集
神田愛子『	2020-07-15
	48	[image: 7/9課題]	7/9課題	地元佐世保の最大の観光地であるハウステンボス
春は様々な花が何万本も咲き誇り、夏は会場にプールのお城が建設されたり、花火の世界大会が行われる。秋はヨーロッパの食文化に触れ、冬は大規模なイルミネーションが楽しめる日本一広いテーマパークである。	2020-07-13
	49	[image: 上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～]	上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～	上田の生糸は主に横浜港を通じ、世界との貿易に関わることになる。横浜港は1859年に開港したが、上田の商人達は、まさにその直後から横浜で貿易活動を行っていたことが知られている。そこには、当時の上田藩主松平忠固の尽力があったとされる。松平忠固は、日米和親条約、日米修好通商条約の2つの条約締結の調印時に老中を務め、条約締結を急いだ積極的開国派であった。彼のもとで上田藩は開港と同時に生糸の輸出を始め、これにより日本の生糸貿易は上田から始まったとも言われるようになるのである。

画像は「横浜海岸フランス役館之景」(横浜開港資料館所蔵)により
URL:https://www.mmdb.net/santo-ueda/mono/cn1/pg45.html	2020-07-08
	50	[image: 『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)
1602頁／容量 213MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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＜目次＞
製糸篇
　第一章　総論
　第二章　江戸時代信州各地に於ける製糸業の発達
　第三章　開港以後の製糸業
　第四章　日清戦争より世界大戦に至る時代
　第五章　大正時代
　第六章　現代
　第七章　製糸技術の変遷
　第八章　経営史
　第九章　皇室と信州蚕糸業
　第十章　本県製糸業者の米国視察と米国絹業者の入信
　第十一章　生糸貿易に関する史料

＜奥付＞
昭和十二年六月一日
昭和十二年六月五日	2020-06-24
	51	[image: 活文禅師遺跡１号毘沙門堂跡]	活文禅師遺跡１号毘沙門堂跡	文政１２年（１８２９）岩門の大日堂から毘沙門堂へ移り、寺子屋をつづけた。活文禅師の著名な門弟に佐久間象山・高井鴻山・赤松小三郎らがいる。活文禅師は、禅学は勿論、和漢、彫刻、詩歌、蘭学、世界情勢に通じ、子弟の指導に尽力した。	2020-06-23
	52	[image: 自分の「上田探検１」計画]	自分の「上田探検１」計画	上田の製糸業を金融面で支えた第十九国立銀行について調べることを目的とする。それが終わり、時間に余裕があれば製糸業関係で上田と世界とのつながりに関わる調査を行う。	2020-06-23
	53	[image: 第十九国立銀行について-5　（八十二銀行）]	第十九国立銀行について-5　（八十二銀行）	八十二銀行上田支店。これまで、上田は生糸業の発展によって栄えたが、第一次世界大戦後に続いた慢性不況と1929（昭和4）年の世界恐慌により生糸価格が崩壊するなど、その繁栄にも暗い影が忍び寄ってきた。このような不況により、当時、県内の最大銀行であった信濃銀行の倒産などが発生し、長野県は「全国一の不況県」と言われるまでになった。このような中、1931(昭和6）年、第十九、六十三銀行が合併し、それぞれの行名の数字を足した呼称である「八十二銀行」が誕生した。	2020-06-23
	54	[image: 信州夢殿　長福寺　なかよし地蔵]	信州夢殿　長福寺　なかよし地蔵	このお地蔵さまは、イラク戦争の開戦の年（西暦1999年）に新しい命が生まれたことをきっかけに、笑顔で争いのない安心して暮らせ、世界中の人々が益々平和になりますようにと願いを込めて建立されました。
私も御真言させていただきました。	2020-06-22
	55	[image: 第十九国立銀行について-3]	第十九国立銀行について-3	黒澤鷹次郎像。黒沢 鷹次郎（嘉永2年（1850年） - 大正8年（1919年）1月27日）は、明治-大正期の銀行家で、明治10年（1877年）に第十九国立銀行の設立に参加した。黒沢鷹次郎は当時の常識を破り動産（原料繭）担保の融資で製糸業者を支援し、また、債権の保全と繭の品質向上のため、明治42年（1909年）1月、自ら諏訪倉庫建設に着手するなど、製糸業発展に貢献した。第1次世界大戦の後、不況に見舞われた岡谷の製糸業界は黒沢の金融政策によって救われ、更なる躍進を遂げた。	2020-06-22
	56	[image: 『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)
1077頁／容量 129MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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	57	[image: 大屋停車場碑]	大屋停車場碑	依田社の生糸は世界に通用する生糸であり、その生糸を横浜まで持って行くのに不便だということで、大屋停車場を作ったそうです。3000人の署名と700人の寄附を集め、それを国鉄に請願したことから請願駅とも呼ばれています。
請願駅という証であるため、価値のあるものだと思います。	2020-06-15
	58	[image: 静岡県富士山世界遺産センター]	静岡県富士山世界遺産センター	静岡県富士山世界遺産センターは、静岡県富士宮市にある博物館。世界遺産に登録された富士山の保護・保存・整備のための拠点施設である。建物の前に水が張ってあり晴れていると建物がその水に反射してきれいに写る。逆さ富士をイメージしている。	2020-06-07
	59	[image: 上田の偉人]	上田の偉人	写真の胸像は、幕末に上田で生まれ、世界初人工ガンをつくり、世界のガン研究に多大な貢献をした山極勝三郎博士です。

この胸像は、上田公園内にあります。	2020-06-01
	60	[image: 登呂遺跡]	登呂遺跡	日本で初めて発見された弥生時代の水田跡の遺構です。
火起こしなどを体験することができ、弥生時代の人の生活を感じることが出来ます。
第二次世界大戦中の軍需工場建設の際に発見されたということに驚きました。	2020-05-25
	61	[image: 尾澤木彫美術館]	尾澤木彫美術館	農民美術の第一人者である、尾澤千春・敏春父子が制作した木彫の作品が展示されています。
およそ1500点の作品が残されています。
世界各地で集めた1200点の木彫人形なども見応えがあります。
また、館内は新潟の豪雪地帯から移築した寄棟中門造の民家を改装してあり、外観がとてもオシャレです。	2020-05-25
	62	[image: 世界のタイル博物館]	世界のタイル博物館	この博物館は、山本コレクションとINAX独自の資料による装飾タイルを展示公開し、来館者が「観て、学んで、発見」する、日本で唯一の研究博物館です。1階常設展は、「装飾する魂（たましい）」をテーマに5500年前のクレイペグ空間、4650年前のエジプト最古のタイル空間、イスラームのドーム天井の再現など、ライブミュージアムにふさわしい臨場感あふれるタイル空間を再現。世界の他の博物館でも体験できない時代別の装飾タイル空間が誕生しました。
 2階常設展は「時空を超えるタイルたち」をテーマに、中近東諸国（オリエント・イスラーム）、スペイン、オランダ、イギリス、中国、日本という地域別の展示を追いながら、5500年前から近代までのタイルの歴史の流れや個々のタイル技術についても、理解しやすいように解説を加えて展示してい	2020-05-24
	63	[image: ホタルイカミュージアム]	ホタルイカミュージアム	滑川市はホタルイカで有名です。ここは豊かな自然に囲まれた滑川市の文化・観光拠点、地域のシンボルとしてつくられた、世界にひとつの施設です。

この日はコロナのため中には入れませんでしたが、ホタルイカの発光ショーや、深層水で飼育している富山湾の生きものとふれあえたり、ホタルイカの生態や棲息する富山湾の神秘について楽しく学べたりといろいろな体験ができます。

これも感染防止のためやっていませんでしたが野外には海を眺めながら海洋深層水を利用した足湯を楽しめる場もあります。
天気が良かったので海もきれいでした。	2020-05-23
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